
スクリーニング計画 
要因計画 
応答曲面計画 
混合計画 
タグチ計画 

実験計画（Design of experiments） 

注文品の配送準備に要する時間を短縮できる可能性
のある2つの因子（注文処理システムと梱包工程）につ
いて実験計画法により実験して効果を確認する 

Minitabに搭載の機能 



①統計→実験計画法→要因計画→要因計画の作成 

② 

③水準２にする ④ 

⑤実験の回数を入れる 
⑥ 



⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ 
⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ランダムの場合はこの順番に実験し、データインプット 



⑱統計→実験計画法→要因計画→要因計画の分析 

⑲ 

⑳ 

㉑選択 

㉒ 

㉓ 

㉔ ㉕ 

㉖ 



有意（α0.0５より小さいので） 
  • 注文処理システム（注文処理システ   
   ム）と梱包工程（梱包）の主効果 
  • 注文処理システムと梱包工程（注文処  
   理システム*梱包）の交互作用効果 

㉘ウィンドウ→時間の効果プロット 

㉙ウィンドウ→時間の効果パレート図 

㉗セッションウィンドウ出力結果 

多重回帰式 

■は有意 

2.306を超えている
ので有意 

効果が0であるという帰無仮説を検定するt統計量 



㉚統計→実験計画法→要因計画→要因計画ﾌﾟﾛｯﾄ 

㉛ 

㉜ 



新規 

現行 

新規が現行より 
時間が低減 

梱包Bが時間低減 

新規注文システムで梱包Bは９時間なの
で一番効率的な方法であることがわかる 



㉝統計→実験計画法→要因計画→予測 

㉞ 

㉟ 

㊱予測値9時間と表示 


